
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアバッグおよびホーンを含むモジュール（１６）を収容する空洞（１５）を有しステ
アリングホイールアッタチメントに 中央部（１）と、外リング（２）と 記
外リング（２）を前記中央部（１）に する 複数の
スポーク（３）とを有する、エアバッグ付きのステアリングホイールにおいて、
　 記モジュール（１６）には、前記複数のスポーク（３）を部分的に覆う

周辺金属部品（１７、２０）が設けられ

ことを特
徴とするステアリングホイール。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、エアバッグが装備されたスポーティな外観の自動車用ステアリングホイールに
関する。
【０００２】
【従来の技術】
衝突時に自動車の運転者の胸部を保護するためのエアバッグ装置の使用は、今や広く普及
している。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
エアバッグの使用の増加によってステアリングホイール、特にスポーツカー用のステアリ
ングホイールの製造業者に問題が生じている。ステアリングホイールにエアバッグ装置を
組み込むことによって、そのスポーティな外観が失われ、これら自動車の需要者がそれを
歓迎しないからである。
【０００４】
本発明の目的は、スポーティな外観のエアバッグ付きステアリングホイールを提供するこ
とである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば、前述の目的は、エアバッグ安全装置およびホーンを含むモジュールを
収容する空洞を有しステアリングホイールアッタチメントに 中央部と、外リン
グと リングをステアリングホイールの中央部に する

複数のスポークとを有する、エアバッグ付きのステアリングホイールにおいて
記モジュールに、複数のスポークを部分的に覆う

周辺金属部品が設けられ
ことを特

徴とするステアリングホイールによって達成される。
【０００６】
本発明の特徴は、添付図面中の非限定例によって示される実施形態およびその変更例につ
いての以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　図１及び図２に、基本的に、中央部１と、外リング２と 央部１と外リング２とを

する ３つのスポーク３とを有するステアリングホイール
を示す。
【０００８】
スポーク３は、外リング２内の内部芯金１０から分岐して金属プレート５（図２）によっ
て互いに結合されている内部薄肉芯金４を有する。金属プレート５は、エアバッグおよび
ホーンを含む着脱可能なモジュール１６を収容する空間として使用される空洞１５を形成
するように、外リング２に対して軸方向にずれている。
【０００９】
プレート５は、自動車のステアリングコラムの対応する末端部に回転結合するための中央
孔８（図２）を有している。
【００１０】
ポリウレタン等により単一部品として作られた被覆体９は、リング２、スポーク３、及び
金属プレート５を被覆するとともに、空洞１５の横方向の境界を区画する弓状突出部１９
を形成する。
【００１１】
　ステアリングホイールにスポーティな外観を与えるために、中央のモジュール１６は、
スポーク３を部分的に覆う 突出部２０を備えた円形リング形状の周辺金属部品１７
を有する。
【００１２】
　上述の実施形態の変形例として、図３及び図４に、スポーク３が、 突出部２０に
よって被覆された内側部分と、外リング２との 部の近傍にあって、一般的にはアルミ
ニウムからなる金属シート１８で覆われてこれに固定された外側部分とを有する実施形態
を示す。この金属シート１８は、弓状突出部１９も覆っている。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態のステアリングホイールを上から見た平面図である。
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【図２】図１に示したステアリングホイールの、 II－ II線に沿った断面図である。
【図３】本発明の他の実施形態のステアリングホイールを上から見た平面図である。
【図４】図３に示したステアリングホイールの、 IV－ IV線に沿った断面図である。
【符号の説明】
　１　　中央部
　２　　外リング
　３　　スポーク
　４　　内部薄肉芯金
　５　　金属プレート
　８　　中央孔
　９　　被覆体
　１０　　内部芯金
　１５　　空洞
　１６　　モジュール
　１７　　周辺金属部品
　１８　　金属シート
　１９　　弓状突出部
　２０　　 突出部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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